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研究成果の概要（和文）：前立腺全摘除術における神経合併切除後の神経再生を目的として、ヒ

ト骨髄由来 CD133 陽性細胞をヌードラット陰茎海綿体神経欠損モデルに移植し、神経再生の

効果を検討した。骨盤神経叢を電気刺激した後に、陰茎海綿体内圧と平均動脈圧を同時測定し、

陰茎海綿体内圧/平均動脈圧比を算出し機能的評価とした。神経切除群に比較してアルギン酸ゲ

ルシートを貼付した群は有意な改善を認めなかったが(p=0.74)，貼付したシートに CD133 陽性

細胞を移植した群は有意な改善を認めた(p=0.01)。                             

 
研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to develop an easier nerve-regenerating 
technique without sutures by applying an alginate gel sponge sheet and investigate 
acceleration of axonal regeneration induced by the transplantation of the human 
peripheral blood-derived CD133+ cells into a rat cavernous nerve defect model. The 
intracavernous pressure (ICP) response elicited by elemental stimulation of the major 
pelvic ganglion (MPG) was evaluated. The MPG was exposed, and a needle was into 
the corpus cavernosum and the femoral artery, respectively, to monitor the ICP and 
mean arterial pressure (MAP). There is no significant difference in ICP/MAP ratio 
between the alginate sheet group and the cavernous nerve dissection group (p=0.74). 
In contrast, ICP/MAP ratio is significantly higher in the CD133+ cells transplantation 
group than the cavernous nerve dissection group (p=0.01). 
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１．研究開始当初の背景 
前立腺全摘除術は限局性前立腺癌における

最も有効な治療法の１つであるが、術後の勃
起機能不全などの課題も多い。 
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２．研究の目的 
本研究では、前立腺全摘除術における神経合
併切除後の神経再生を目的として、ヒト骨髄
由来 CD133 陽性細胞をヌードラット陰茎海
綿体神経欠損モデルに移植し、神経再生の効
果を検討した。 

 
３．研究の方法 
ラットの下腹部を切開し陰茎海綿体を露出
し、神経を 2mm 切除したのみの群（切除群）、
切除部位にアルギン酸ゲルシートを貼付し
た群（Alg 群）、貼付したシートに CD133 陽
性細胞を移植した群（CD133 群）、sham 群

の 4 群に分けて解析した。12 週後に切除部位
より中枢側の骨盤神経叢を電気刺激した後
に、陰茎海綿体内圧 (ICP)と平均動脈圧
(MAP)を同時測定し、陰茎海綿体内圧/平均動
脈圧比(ICP/MAP)を算出し機能的評価とし
た。 
また HE 染色にて形態評価を施行し、神経の
比較のため neuronal nitric oxide synthase 
(nNOS)でAlg群とCD133群について染色し
陽性面積を比較し、血管の比較のため von 
Willebrand factor (vWF)で Alg 群と CD133
群について染色し、アルギン酸ゲルシート内
に認める血管の最大径を比較した。なお、神
経再生の機序を解明するため、CD133 群で細
胞分化を観察し、ヒト特異的抗核抗体として
human nuclear antigen(HNA)、血管内皮マ
ーカーとして vWF、神経マーカーとして
S100、核染色に DAPI をそれぞれ用いて染色
した。 
 
４．研究成果 
切除群に比較して Alg群は有意な改善を認め
なかったが(p=0.74)、CD133 群は有意な改善
を認めた(p=0.01)。 
 

 
測定後、前立腺を摘出して組織学的評価を施
行した。HE 染色では Alg 群および CD133 群に
おいて前立腺外側に神経様の組織を認めた。 
ヒト特異的マーカーである HNAと血管内皮マ
ーカーの vWF または神経マーカーの S100 と
二重染色を行い蛍光顕微鏡で観察した。HNA

 

 



 

 

と vWF は二重陽性細胞を認めたが、S100 陽性
細胞は認めず、移植細胞は血管へ分化するこ
とで神経再生を促進させていると考えられ
た。 

 

 

 
以上の結果より、陰茎海綿体神経損傷におい
てヒト骨髄由来 CD133 陽性細胞移植は、神経
再生に有効な治療法になる可能性がある。 
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